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衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
中
小
企
業
向
け
健
康
保
険
制
度
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

全
国
健
康
保
険
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
は
、
各
都
道
府
県
支
部
を
単
位
と
し
て
、
毎
事
業
年
度
に
お
い
て
財

政
収
支
が
均
衡
す
る
こ
と
を
原
則
と
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
保
健
事
業
や
医
療
費
適
正
化
に
向
け
た
取
組
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
、
都
道
府
県
支
部
の
医
療
費
の
水
準
を
反
映
し
た
保
険
料
率
を
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
二
年

度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
三
年
間
で
平
成
二
十
一
年
度
末
以
降
の
累
積
債
務
を
解
消
す
る
た
め
、
当
該
三
年
間
に
お

い
て
は
、
当
該
財
政
収
支
均
衡
原
則
の
例
外
と
し
て
、
そ
の
償
還
費
用
を
保
険
料
率
算
定
の
基
礎
に
含
め
る
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
各
都
道
府
県
単
位
の
保
険
料
率
の
設
定
と
い
う
考
え
方
は
、
平
成
十
八
年
度
の
健
康
保
険
制
度
の
改
正
に
よ

り
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
当
該
制
度
改
正
前
に
お
い
て
は
、
健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
に
お
い

て
、
全
国
一
律
の
保
険
料
率
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
当
該
制
度
改
正
に
よ
り
、
全
国
一
律
に
設
定
さ
れ
て
い
た
保
険
料
率
に

比
べ
、
医
療
費
の
水
準
の
高
い
都
道
府
県
支
部
の
保
険
料
率
が
急
激
に
上
昇
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
平
成
二
十
九
年
度
ま

で
の
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
、
各
都
道
府
県
支
部
の
保
険
料
率
と
全
国
平
均
の
保
険
料
率
と
の
差
が
一
定
の
基
準
を
上
回
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
都
道
府
県
支
部
の
保
険
料
率
の
調
整
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
平
成
二
十
三
年
度
の
青
森
県
支
部

一



の
保
険
料
率
に
つ
い
て
も
、
同
年
度
に
お
い
て
見
込
ま
れ
る
医
療
費
の
増
加
や
累
積
債
務
の
償
還
費
用
を
勘
案
し
つ
つ
、
激

変
緩
和
措
置
と
し
て
保
険
料
率
の
調
整
を
行
っ
た
上
で
、
こ
れ
を
定
め
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
激
変
緩
和
措
置
と
し
て
の
保
険
料
率
の
調
整
に
つ
い
て
は
、
毎
年
度
、
そ
の
調
整
の
幅
を
縮
小
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
お
り
、
平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て
保
険
料
率
の
最
も
高
い
支
部
と
最
も
低
い
支
部
の
保
険
料
率
の
差

が
拡
大
し
た
要
因
と
し
て
は
、
都
道
府
県
支
部
間
の
医
療
費
の
水
準
の
格
差
の
拡
大
及
び
当
該
調
整
幅
の
縮
小
が
あ
る
も
の

と
考
え
る
。

三
及
び
四
に
つ
い
て

平
成
二
十
三
年
度
の
健
康
保
険
組
合
の
保
険
料
率
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
た
め
、
現
時
点
に
お
い
て
協
会
の
保
険
料

率
と
健
康
保
険
組
合
の
保
険
料
率
と
の
差
が
拡
大
す
る
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
一
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、

平
成
二
十
一
年
度
以
降
の
協
会
の
累
積
債
務
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
の
三
年

間
で
行
う
こ
と
と
し
、
協
会
が
単
年
度
で
当
該
累
積
債
務
を
解
消
す
る
た
め
に
保
険
料
率
を
大
幅
に
引
き
上
げ
る
必
要
が
な

い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
協
会
の
財
政
力
を
勘
案
し
、
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第

二



八
十
号
）
に
基
づ
き
被
用
者
保
険
の
各
保
険
者
が
負
担
す
る
後
期
高
齢
者
支
援
金
に
つ
い
て
、
そ
の
総
額
の
三
分
の
一
を
被

用
者
保
険
の
各
保
険
者
の
財
政
力
に
応
じ
た
負
担
と
す
る
と
と
も
に
、
協
会
に
対
す
る
国
庫
補
助
率
を
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
か

ら
十
六
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
る
な
ど
、
協
会
の
保
険
料
率
と
健
康
保
険
組
合
の
保
険
料
率
と
の
差
が
可
能
な
限
り

拡
大
し
な
い
よ
う
措
置
を
講
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
現
時
点
に
お
い
て
、
お
尋
ね
の
よ
う
に
国
庫
補
助

率
を
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

三


